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令和８年10月15日発行　第54号
発行元：藍住町総務課危機管理室
　　　　電話637-3111

防災あいずみ

放送内容を聞き逃したときなどは… 　この番号に電話をかけることで、
放送内容を確認することができます。
※藍メールやYahoo! 防災速報、
　町ホームページでも確認できます。0120・49・3717

す　ぐ み な   ひ なん防災行政無線
テレフォンサービス

いつでもどこでも、災害リスクや避難場所を確認

https://www.town.aizumi.lg.jp/hazardmap/
藍住町WEB版
ハザードマップ 藍住町公式

L I N E

L I N E

登録用アドレス
t-aizumi@sg-p.jp

メール配信
  登録はこちら  

町公式LINE・メールでも
情報配信中！



駐車場
総合文化ホール周辺駐車場
足の不自由な方につきましては、藍住中
学校 校舎北側 に駐車場を設けています。

駐輪場
合同庁舎 役場 駐輪場
お問合せ 総務課 危機管理室

文化ホール

役場

コンビニ

藍住中学校

図書館

※出展内容については、都合により変更となる場合があります。

会場周辺地図

問  総務課　危機管理室
　  （☎︎637・3111）
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　今年で12回目を迎えた「夏休み防災自由研究」には、町内の各小学校５・６年生からたくさんの作品
が寄せられました。応募された作品は、災害用トイレや木造住宅の耐震化などの防災に関するさまざ
まなテーマに取り組まれており、どれも創意工夫がなされた素晴らしい作品でした。
　令和８年度の入賞者は、次の皆さんです。 たくさんのご応募、本当にありがとうございました！

「夏休み防災自由研究」入賞者のお知らせ

夏休み防災自由研究入賞者
最優秀賞　藍住北小学校　６年　久　積　美　晴　さん
優　秀　賞　藍住北小学校　６年　東　條　紗　弥　さん
優　秀　賞　藍住北小学校　５年　薄　井　夏　花　さん
優　秀　賞　藍住南小学校　６年　松　尾　莉　那　さん
入　　選　藍住南小学校　５年　笹　川　陽　仁　さん
入　　選　藍住南小学校　６年　藤　澤　　　司　さん
入　　選　藍住東小学校　５年　吉　田　愛　梨　さん
入　　選　藍住東小学校　６年　形　部　聖琉那　さん
入　　選　藍住東小学校　５年　坂　本　愛　依　さん

あかちゃん×防災　       記事監修：ピジョン株式会社

～粉ミルクと液体ミルク、災害時におけるそれぞれの強みと備え～
▶あかちゃんの“安心”を守る備え、できていますか？ 
　�　突然の災害。停電や断水で調乳ができない―― そのような非常時でも、あかちゃん

に「いつもどおりの授乳」を届けられる備えが大切です。 
▶ミルクの種類と特性を知ろう 

▶備えのコツ 
　・�粉ミルクにはミルク用軟水、液体ミルクには使い捨てカイロ（人肌に温めたいと

きに利用）を準備しておくと安心
　・使い捨て授乳カップ、除菌グッズも一緒に準備
　・賞味期限チェック＆入れ替え（ローリングストック）を習慣に！ 
　�　あかちゃんにとって、できるだけ普段通りの授乳を続けることが一番です。非常時は環境変化

やストレスで一時的に母乳が出にくくなったと感じることもあるので、万一に備えてミルクや調
乳・授乳用品などを備蓄しておくと安心です。

関連情報：「あかちゃんの防災」https://baby-bousai.info/sonae/

特　　徴 粉ミルク 液体ミルク

賞味期限 製造日から２年（商品による）
※開封後１か月以内に使用

製造日から９か月〜18か月（商品による）
※開封後はすぐ（２時間以内）に使用

災害時の使用方法 調乳用の水（清潔な水）、容器、熱源
が必要

開封後すぐに哺乳びんや授乳カップ
などに移し替えて授乳

備蓄時の強み 軽量・省スペースで備蓄しやすい 常温で保存可能



11月９日～11月15日 
防火標語（2026年度全国統一防火標語） 「火の確認 いい日を支える いい習慣」
住宅防火 いのちを守る10のポイント 
４つの習慣 
　１．寝たばこは絶対にしない、させない。 　　 ２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。 
　３．こんろを使うときは火のそばを離れない。　４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。 
６つの対策 
　１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置のついた機器を使用する。 
　２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。 
　３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。 
　４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。 
　５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。 
　６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。 

問  板野東部消防組合消防本部（☎698・0119）

秋季全国火災予防運動

●�住まいの耐
震性を確保
する。

●�家具等の転
倒防止対策
(固定)を行
う。

●�感震ブレー
カーを設置
する。

●�停電中は電気器具のスイッ
チを切るとともに、電源プ
ラグをコンセントから抜く
避難するときはブレーカー
を落とす。

●�ガス機器、電気器具及び石
油器具の使用を再開すると
きは、機器に破損がないこ
と、近くに燃えやすいもの
がないことを確認する。

●�消防団や自主防災組織等へ
参加する。

●�石油ストーブや石油ファン
ヒーターからの油漏れの有
無を確認するントから抜く
避難するときはブレーカー
を落とす。

●�再通電後は、しばらく電気
器具に異常がないか注意を
払う(煙、におい）ントから
抜く避難するときはブレー
カーを落とす。

●�地域の防災訓練へ参加する
などし、発災時の対応要領
の習熟を図る。

●�ストーブ等の
暖房機器の
周辺は整理
整 頓し、可
燃 物を近く
に置かない。

●�住宅用消火
器等を設置
し、使用方
法について
確認する。

●�住宅用火災
警報器を設
置する。

事前の対策

地震直後の行動

地震発生からしばらくして（電気やガスの復旧、避難から戻ったら）

日頃からの対策

地震火災を防ぐポイント

問  板野東部消防組合消防本部予防課（☎698・9902）


